
「
み
ち
の
く
」
、
こ
の
響
き
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
現
代
の
人
々
は
、

ど
う
受
け
と
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
過
日
、
学
生
三
十
余
名
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
し
て
み
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
に
共
通
し
た
の
は
、

出
身
地
の
別
を
こ
え
て
、
「
み
ち
の
く
」
Ⅱ
「
緑
豊
か
で
閑
寂
の
地
」
・

「
旅
情
を
誘
う
神
秘
の
地
」
と
い
う
、
旅
行
会
社
が
喜
ぶ
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
ど
う
や
ら
、
現
代
の
若
者
は
、
「
み
ち
の
く
」

を
旅
情
に
彩
ら
れ
た
自
然
が
息
吹
く
仙
境
、
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る

よ
う
だ
。

そ
の
一
方
、
函
館
志
海
苔
八
幡
社
に
伝
わ
る
『
八
幡
宮
御
彩
色
由

［
平
成
九
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
特
集
・
歴
史
と
し
て
の
「
東
北
」

㈲
小
稿
の
課
題

「
み
ち
の
く
」
像
の
成
立
と
展
開

来
』
（
文
化
四
年
）
の
首
題
に
は
、
「
奥
州
松
前
志
乗
浜
」
と
銘
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
「
奥
付
」
に
は
、
土
着
の
漁
師
た
ち
が
自
ら
書
き

（
１
）

留
め
た
「
奥
州
松
前
志
法
百
姓
中
」
の
文
字
も
あ
る
。

幕
末
・
維
新
の
混
乱
の
明
治
四
年
の
頃
、
松
前
藩
（
渡
島
地
方
）
が
、

弘
前
県
・
青
森
県
に
分
属
し
て
い
た
制
度
史
的
事
実
も
厳
存
す
る
。

「
み
ち
の
く
」
と
は
、
一
体
、
ど
の
範
囲
を
さ
す
概
念
な
の
か
、

い
さ
さ
か
謎
め
い
て
く
る
。
思
え
ば
、
「
み
ち
の
く
」
像
の
範
囲
が

一
定
し
な
い
の
は
、
な
に
も
近
世
・
近
代
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か

っ
た
・
古
代
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
以
上
に
、
中
央
権
力
側
か
ら
の
「
征

討
」
と
い
う
名
の
、
血
み
ど
ろ
の
辺
境
服
従
の
歴
史
が
あ
っ
た
。
そ

の
偽
ら
ざ
る
何
よ
り
の
痕
跡
が
、
北
辺
の
地
域
と
民
族
呼
称
の
変
遷

で
あ
ろ
う
。

佐
々
木
馨
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八
世
紀
の
こ
ろ
、
北
方
地
方
に
住
め
る
民
．
「
蝦
夷
」
は
「
エ
ミ

シ
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
地
域
は
相
対
的
に
自
由
な
地
と
し
て
、
「
日

高
見
国
」
「
蝦
夷
国
」
と
、
「
国
」
呼
称
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
十
一

世
紀
に
入
る
と
、
民
族
呼
称
も
「
エ
ビ
ス
」
と
変
化
す
る
の
に
呼
応

し
、
地
域
名
も
「
狄
地
」
「
胡
地
」
と
変
わ
る
。
十
三
世
紀
に
及
ん
で
、

さ
ら
に
、
地
域
名
、
民
族
名
も
ろ
と
も
に
、
「
夷
嶋
」
（
え
ぞ
が
し
ま
）
、

（
２
）

「
エ
ゾ
」
と
変
容
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
転
変
し
て
や
ま
な
い
地
域
・

民
族
呼
称
の
背
景
に
、
中
央
と
地
方
の
凄
絶
な
責
め
ぎ
合
い
が
潜
ん

で
い
る
こ
と
は
、
そ
う
推
測
に
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
。

『
国
史
大
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
）
の
「
み
ち
の
く
」
（
「
む
つ
の
く
に
」

と
立
項
）
に
は
、
こ
う
解
説
さ
れ
て
い
る
。
「
む
つ
の
く
に
陸
奥
国

東
山
道
北
端
の
国
。
領
域
は
成
立
当
初
の
ま
ま
に
は
国
定
せ
ず
、
時

代
と
と
も
に
北
方
に
拡
張
し
た
、
他
に
例
を
み
な
い
国
。
最
終
的
に

は
、
現
在
の
福
島
・
宮
城
・
岩
手
・
青
森
四
県
と
秋
田
県
の
一
部
を

（
３
）

占
め
た
」
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
「
み
ち
の
く
」
像
と
は
、
現
代
の
旅
情
イ
メ
ー

ジ
と
は
裏
腹
に
、
呼
称
変
遷
が
示
唆
す
る
ご
と
く
、
一
定
の
地
域
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
背
景
に
し
た
、
す
ぐ
れ
て
歴
史
的
概
念
で
あ

る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
小
稿
で
は
、
こ
の
「
み
ち
の
く
」
像

が
歴
史
的
概
念
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
変
遷
的
に
北
進
し
、
そ
の
地

域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
い
か
に
形
成
さ
れ
た
か
に
留
意
し
な
が

ら
、
そ
の
段
階
的
な
成
立
と
展
開
を
跡
付
け
、
も
っ
て
そ
の
北
進
化

「
み
ち
の
く
」
像
の
領
域
が
、
「
時
代
と
と
も
に
北
方
に
拡
張
」
す

る
と
い
う
前
の
「
解
説
」
を
、
実
に
よ
く
裏
付
け
る
史
料
が
こ
こ
に

あ
る
。
他
で
も
な
く
、
周
知
の
林
子
平
『
三
国
通
覧
図
説
』
の
「
蝦

夷
」
史
料
で
あ
る
。
こ
の
「
蝦
夷
」
関
連
史
料
は
、
「
み
ち
の
く
」

像
の
北
進
化
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
成
立

と
展
開
を
烏
鰍
す
る
上
で
も
有
益
な
の
で
、
少
し
冗
長
に
な
る
が
、

次
に
引
用
し
た
い
。

天
平
宝
字
ノ
頃
迄
、
奥
羽
ノ
両
州
ハ
王
化
二
服
セ
ザ
リ
シ
国
也
。

然
ル
故
二
京
家
ニ
テ
ハ
奥
羽
ノ
人
ヲ
（
真
ノ
蝦
夷
ト
心
得
テ
外

国
人
二
等
キ
ア
ッ
カ
イ
ナ
リ
キ
。
此
故
二
東
征
ノ
役
止
ゴ
ト
ナ

カ
リ
シ
也
。
天
平
宝
字
ノ
頃
、
恵
美
朝
掲
等
漸
ク
桃
生
郡
ノ
辺

マ
テ
切
従
ヘ
テ
鎮
府
ヲ
宮
城
郡
二
造
営
シ
テ
蝦
夷
ノ
押
ト
セ
ラ

レ
タ
リ
。
其
比
、
石
碑
ヲ
城
門
ノ
前
二
建
テ
去
蝦
夷
国
界
一
百

二
十
里
卜
記
シ
テ
今
ノ
桃
生
郡
ノ
辺
ョ
リ
南
ヲ
日
本
ノ
地
ト
シ

北
ヲ
夷
地
卜
定
メ
ラ
レ
タ
リ
。
是
古
ノ
蝦
夷
国
界
也
。
其
ョ
リ

四
十
余
年
ノ
後
、
桓
武
帝
ノ
延
暦
中
二
征
東
将
軍
坂
上
大
宿
禰

田
村
麿
、
大
二
征
伐
シ
テ
終
二
多
賀
城
ヨ
リ
、
小
道
八
百
四
十

里
、
今
道
一
百
四
十
里
北
ノ
方
、
南
部
ノ
大
間
、
津
軽
ノ
外
ガ

の
歴
史
的
意
味
に
少
し
く
迫
っ
て
み
た
い
。

口
「
み
ち
の
く
」
像
の
生
成
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浜
迄
、
服
従
セ
シ
メ
テ
海
ョ
リ
南
ヲ
日
本
ノ
地
ト
シ
北
ヲ
夷
地

卜
定
メ
ラ
レ
タ
リ
。
是
中
ゴ
ロ
ノ
蝦
夷
国
界
也
。
又
其
後
六
百

七
十
余
年
ヲ
経
テ
、
後
花
園
帝
ノ
嘉
吉
三
年
、
武
田
太
郎
源
信

広
、
海
ヲ
越
テ
蝦
夷
国
へ
乱
入
シ
、
終
二
地
ヲ
得
コ
ト
小
道
四

百
二
十
里
、
今
道
七
十
里
、
是
即
チ
今
ノ
松
前
也
。
此
松
前
ノ

北
ノ
限
リ
ヲ
熊
石
卜
云
、
多
賀
城
ヨ
リ
熊
石
マ
デ
小
道
一
千
三

百
二
十
里
、
今
道
二
百
二
十
里
也
。
是
今
ノ
蝦
夷
国
界
ニ
シ
テ

日
本
風
士
ノ
限
リ
ト
ス
ル
也
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
日
本
」
と
「
蝦
夷
」
と
の
国
界
は
、
第
一
に

恵
美
朝
掲
が
「
桃
生
郡
ノ
辺
ヨ
リ
南
ヲ
日
本
ノ
地
ト
シ
北
ヲ
蝦
夷
ト

定
メ
タ
」
Ⅱ
「
古
ノ
蝦
夷
国
界
」
、
第
二
に
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
「
南

部
ノ
大
間
、
津
軽
ノ
外
浜
迄
、
服
従
セ
シ
メ
テ
海
ヨ
リ
南
ヲ
日
本
ノ

地
ト
シ
地
ヲ
夷
地
」
と
し
た
Ⅱ
「
中
ゴ
ロ
ノ
蝦
夷
国
界
」
、
そ
し
て

第
三
に
、
武
田
信
宏
が
蝦
夷
国
に
乱
入
し
、
「
多
賀
城
ョ
リ
熊
石
」

ま
で
を
日
本
風
土
の
限
り
と
し
た
「
今
ノ
蝦
夷
国
界
」
と
い
う
よ
う

に
、
三
つ
の
段
階
を
経
な
が
ら
北
進
し
て
い
る
。

「
日
本
」
の
北
限
の
境
界
線
ま
で
が
、
「
み
ち
の
く
」
領
域
で
あ
り
、

そ
れ
以
北
が
「
蝦
夷
」
領
域
に
属
す
こ
と
は
、
改
め
て
言
う
を
ま
た

な
い
。
天
平
宝
字
の
頃
、
こ
の
「
み
ち
の
く
」
の
北
限
の
国
界
は
、

「
古
ノ
蝦
夷
国
界
」
た
る
鎮
守
府
の
あ
る
桃
生
郡
の
辺
り
で
あ
っ
た
。

「
古
ノ
蝦
夷
国
界
」
が
、
こ
の
よ
う
に
確
定
し
た
こ
と
は
、
古
代

律
令
国
家
に
よ
っ
て
、
従
前
の
「
東
山
道
」
の
版
図
が
桃
生
郡
ま
で

押
し
上
げ
ら
れ
、
そ
の
領
域
の
住
民
が
「
公
民
」
化
Ⅱ
「
日
本
」
化

さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

別
の
言
葉
で
い
え
ば
、
古
代
国
家
は
こ
の
奈
良
朝
に
お
い
て
、

「
ま
つ
ろ
わ
ぬ
」
蝦
夷
（
エ
ミ
翌
に
対
し
、
国
家
事
業
の
一
環
と
し

て
、
「
日
本
」
化
と
い
う
名
の
征
討
・
懐
柔
策
を
推
し
進
め
た
の
で

あ
る
。そ

の
結
果
、
「
み
ち
の
く
」
の
北
限
と
「
蝦
夷
」
の
国
界
Ⅱ
南
限

に
当
た
る
桃
生
郡
の
辺
域
は
、
「
蝦
夷
」
（
エ
ミ
シ
）
の
人
々
が
、
中

央
の
古
代
国
家
に
「
服
属
す
る
か
否
か
」
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
政
治

的
去
就
の
う
ず
巻
く
地
域
と
化
し
た
で
あ
ろ
う
、
と
推
測
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
『
続
日
本
紀
』
神
亀
二
年
（
七
二
四
）
閨
正
月
四
日
余
に
、

「
陸
奥
国
の
俘
囚
百
四
十
四
人
を
伊
予
国
に
配
し
、
五
百
七
十
八
人

を
筑
紫
に
配
し
、
十
五
人
を
和
泉
監
に
配
す
」
（
原
漢
文
）
と
あ
る
。

こ
の
な
か
の
「
俘
囚
」
と
は
、
「
蝦
夷
」
の
う
ち
、
何
ら
か
の
形
で

中
央
政
府
に
投
降
、
服
従
し
た
「
蝦
夷
」
を
指
す
。
こ
の
「
俘
囚
」

な
る
呼
称
は
、
こ
の
あ
と
平
安
後
期
に
至
る
ま
で
、
「
俘
囚
安
倍
頼
時
」

と
か
「
出
羽
山
北
俘
囚
主
清
原
真
人
光
頼
」
と
い
う
形
で
伝
称
さ
れ

ブ
（
》
○

そ
の
一
方
、
同
じ
く
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）

六
月
十
一
日
条
に
、
「
帰
降
夷
俘
、
男
女
惣
て
一
千
六
百
九
十
余
人
」

（
原
漢
文
）
と
も
見
え
る
。
「
夷
俘
」
は
、
地
名
を
氏
と
し
、
「
公
」
を

（
５
）

姓
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
意
味
で
、
「
夷
俘
」
は
、
前
の
政
府
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に
服
従
し
た
「
俘
囚
」
と
、
未
服
属
の
「
蝦
夷
」
と
の
中
間
に
あ
る

（
６
）

呼
称
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
奈
良
朝
に
お
い
て
、
「
蝦
夷
」
「
エ
ミ
シ
」
が
こ
の
よ
う
に
、

中
央
へ
の
「
服
属
」
を
一
つ
の
物
差
し
に
し
て
、
「
俘
囚
」
・
「
夷
俘
」
・

「
蝦
夷
」
と
三
区
分
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
、
測
り
知
れ
ず
大
き
い
。

思
う
に
、
桃
生
郡
を
周
縁
と
す
る
「
み
ち
の
く
」
の
中
の
「
俘
囚
」

と
「
夷
俘
」
た
ち
は
、
中
央
政
府
と
い
う
上
か
ら
、
脱
「
蝦
夷
」
を

強
要
さ
れ
て
、
「
日
本
人
」
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
に
相
違
な
い
・

そ
こ
に
、
「
俘
囚
」
と
「
夷
俘
」
の
好
む
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、

彼
ら
に
一
定
の
「
日
本
人
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
形
成
さ

れ
て
い
く
だ
ろ
う
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。

依
然
、
中
央
政
府
に
ま
つ
ろ
わ
ぬ
「
蝦
夷
」
た
ち
は
、
「
蝦
夷
」

王
ミ
シ
）
の
ま
ま
、
北
へ
北
へ
と
追
い
や
ら
れ
て
行
く
。
彼
ら
は
彼

ら
で
、
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
「
蝦
夷
村
」
の
中
で
形

造
る
。上

か
ら
一
方
的
に
創
り
出
さ
れ
た
「
日
本
人
」
た
る
「
俘
囚
」
な

い
し
「
夷
俘
」
た
ち
は
、
時
の
経
過
と
と
も
に
、
い
つ
し
か
、
来
る

べ
き
世
の
「
み
ち
の
く
」
像
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
受

け
Ⅲ
と
な
り
な
が
ら
、
そ
の
推
進
主
体
と
も
な
っ
て
い
く
。

天
平
宝
字
の
頃
の
「
古
ノ
蝦
夷
国
界
」
の
決
定
は
、
言
わ
ば
、

「
み
ち
の
く
」
像
の
「
線
」
と
し
て
の
生
成
を
意
味
し
て
い
た
。
そ

の
「
線
」
が
、
徐
々
に
広
が
り
を
持
ち
「
面
」
と
し
て
、
一
定
の
地

域
空
間
を
形
造
る
の
は
、
平
安
～
鎌
倉
時
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
前

引
も
し
た
よ
う
に
、
そ
の
様
子
を
『
三
国
国
通
覧
図
説
』
は
、
「
桓

武
帝
ノ
延
暦
中
二
征
東
将
軍
坂
上
宿
禰
田
村
麿
、
大
二
征
伐
シ
テ
終

二
多
賀
城
ョ
リ
（
中
略
）
南
部
ノ
大
間
、
津
軽
ノ
浜
迄
、
服
従
セ
シ

メ
テ
海
ョ
リ
南
ヲ
日
本
ノ
地
ト
シ
北
ヲ
夷
地
卜
定
メ
ラ
レ
タ
リ
。
是

中
ゴ
ロ
ノ
蝦
夷
国
界
也
・
」
と
伝
え
て
い
た
。

前
の
「
古
ノ
蝦
夷
国
界
」
に
あ
っ
て
は
、
ま
さ
に
「
蝦
夷
村
」
以

外
の
な
に
も
の
で
も
な
か
っ
た
桃
生
郡
～
南
部
大
間
・
津
軽
外
ヶ
浜

の
地
域
が
、
平
安
～
鎌
倉
期
に
、
一
気
に
「
み
ち
の
く
」
地
域
に
編

入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
南
部
の
大
間
と
津
軽
外
ヶ
浜

と
い
う
北
奥
の
北
端
部
が
「
蝦
夷
国
界
」
と
な
っ
た
「
中
ゴ
ロ
」

（
平
安
～
鎌
倉
の
時
代
は
、
「
み
ち
の
く
」
範
域
の
拡
大
と
い
う
点
で
、

画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
逆
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
時
期
、
「
蝦
夷
村
」
に
お

い
て
、
あ
く
ま
で
も
中
央
権
力
に
与
み
し
な
い
と
す
る
「
蝦
夷
」

（
エ
ビ
ス
）
と
、
脱
「
蝦
夷
」
を
と
げ
た
「
俘
囚
」
「
夷
俘
」
と
の
確
執
、

日
「
み
ち
の
く
」
像
の
成
立

｢みちの<」像の成立と展開21



㈲
「
政
治
権
力
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
」

政
治
権
力
を
介
し
た
「
み
ち
の
く
」
像
の
形
成
と
、
一
口
に
い
っ

て
も
、
平
安
～
鎌
倉
時
代
が
ま
っ
た
く
均
質
で
は
な
い
。
そ
の
形
成

に
は
、
大
別
し
て
お
よ
そ
三
つ
の
階
梯
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
央
権
力
と
の
対
峠
も
辞
さ
な
い
「
蝦
夷
」
の
頑
強
な
抵
抗
な
ど
が
、

渦
巻
い
て
展
開
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
「
み
ち
の
く
」
範
域
の
拡

大
と
「
蝦
夷
村
」
の
死
守
を
め
ぐ
る
決
定
的
な
攻
防
で
あ
る
。

結
論
を
先
取
り
し
て
い
え
ば
、
「
み
ち
の
く
」
範
域
の
拡
大
と
は
、

桃
生
郡
～
南
部
の
大
間
、
津
軽
外
ヶ
浜
の
「
蝦
夷
村
」
に
お
け
る
「
日

本
」
地
化
の
拡
大
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
地
内
の
「
日
本
人
」
意

識
と
い
う
名
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
行
政
的
な
版
図
拡
張
と
「
日
本
人
」
意
識
の
形
成
は
、
大
ざ
っ

ぱ
に
い
え
ば
、
二
つ
の
側
面
か
ら
図
ら
れ
た
。

前
者
の
版
図
拡
張
を
図
し
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
政
治
権

力
に
よ
る
「
蝦
夷
村
」
進
出
で
あ
る
。
後
者
の
「
日
本
人
」
意
識
の

酒
養
に
関
与
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
仏
教
の
布
教
・
伝
播
で
あ
ろ
う
。

政
治
権
力
と
仏
教
伝
播
の
相
乗
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
「
日
本
人
」

と
し
て
の
「
み
ち
の
く
」
像
が
結
ば
れ
て
い
く
。
他
律
的
に
作
り
上

げ
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
と
い
え
、
そ
こ
に
は
、
「
日
本
人
」
と
し

て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
創
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
、
次
に
検
討

し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
つ
は
、
坂
上
田
村
麻
呂
の
征
討
で
あ
り
、
二
つ
は
、
平
泉
藤
原
氏

に
よ
る
「
蝦
夷
村
」
支
配
で
あ
り
、
三
つ
は
、
鎌
倉
幕
府
の
東
国
経

営
で
あ
る
。

〈
坂
上
田
村
麻
呂
の
蝦
夷
征
討
〉

田
村
麻
呂
の
こ
の
征
討
事
業
に
は
、
数
多
く
の
伝
説
が
付
与
し
て

い
る
こ
と
は
、
人
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
点
、
慎
重
さ

を
求
め
ら
れ
る
が
、
小
稿
の
行
論
上
、
『
津
軽
一
統
志
』
の
次
の
神
社
・

寺
院
関
係
の
造
立
史
料
は
、
一
定
の
吟
味
さ
え
施
せ
ば
、
活
用
し
う

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

享
保
十
六
年
（
一
七
三
二
の
『
津
軽
一
統
志
』
に
よ
れ
ば
、
近

世
ま
で
に
造
立
さ
れ
た
神
社
の
統
計
は
五
九
社
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

の
約
半
数
の
二
九
社
が
、
古
代
、
し
か
も
、
坂
上
田
村
麻
呂
の
征
討

に
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
表
Ｈ
か
ら
判
明
す
る
。

一
方
、
寺
院
の
方
は
、
表
口
が
示
す
よ
う
に
、
享
保
十
六
年
の
時

点
で
、
津
軽
の
寺
院
は
一
三
四
ヶ
寺
を
数
え
、
そ
の
う
ち
、
古
代
の

も
の
は
、
僅
か
六
ヶ
寺
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
神
社
の
造
立
数
の

約
六
分
の
一
の
数
は
、
当
地
へ
の
宗
教
伝
播
の
一
傾
向
を
示
し
て
い

て
興
味
深
い
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
表
Ｈ
の

③
の
「
大
聖
不
動
明
王
」
の
開
基
と
も
伝
え
ら
れ
る
「
円
智
上
人
」

な
る
人
物
で
あ
る
。
『
津
軽
一
統
志
』
は
、
こ
の
円
智
上
人
に
関
わ

る
寺
社
を
悉
く
真
言
宗
と
し
て
捉
え
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
か
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〈
「
津
軽
一
統
志
」
に
見
る
神
社
〉
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(14) (13) (12) (11) (l(》 (9) (8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1)

山
王
大
権
現

熊
野
本
宮
大
権
現

森
山
毘
沙
門
堂

藤
崎
毘
沙
門
天

横
内
妙
見
堂
（
青
森
）

加
茂
大
明
神
（
浪
岡
）

八
幡
太
神
宮
（
浪
岡
）

八
幡
太
神
宮

熊
野
三
所
大
所
大
権
現

深
沙
大
権
現

聖
観
音

大
聖
不
動
明
王

八
幡
太
神
宮

岩
木
山
三
所
大
権
現

寺
院
名

同
右

大
同
二
年

坂
上
田
村
麻
呂

同
右

延
暦
十
二
年

坂
上
田
村
麻
呂

延
暦
十
一
年

坂
上
田
村
麻
呂

同
右

延
暦
十
二
年

坂
上
田
村
麻
呂

不
詳

不
詳

大
同
二
年

坂
上
田
村
麻
呂

↓
、
￥
ず

↓
刀
刑
↓
三
、

円
智
上
人
、
阿

閣
羅
山
を
開
墓

不
詳

延
暦
十
五
年

創
立
年
次
（
者
）

孫
九
郎

同
右

神
職

那
智
山
袋
宮
寺

（
天
台
宗
）

飛
竜
山
長
命
院

（
天
台
宗
）

猿
賀
山
長
命
院

神
宮
寺
（
天
台
宗
）

久
渡
寺
（
真
言
宗
）

国
上
寺
（
真
言
宗
）

最
勝
院
（
真
言
宗
）

真
言
宗
百
沢
寺

別
当
（
宗
派
名
）

退
転
前
の
別
当
は

如
意
山
妙
宝
院

同
右

元
亀
四
年
の

建
立
と
も
い
う

僧
円
智
の
創
立

と
も
伝
え
る

付
近
に
田
村
麻
呂

建
立
の
森
山

毘
沙
門
堂
あ
り

こ
の
付
近
は

坂
上
田
村
麻
呂
の

陣
所

坂
上
田
村
麻
呂
の

奉
祭

備
考
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十
腰
内
大
石
大
明
神

十
腰
内
観
世
音

日
照
田
薬
師
如
来
堂

乳
井
毘
沙
門
堂

藤
崎
熊
野
大
権
現

赤
石
毘
沙
門
堂

深
浦
薬
師
堂

深
浦
間
口
観
音
堂

桜
庭
地
主
八
幡
宮

桜
庭
千
手
観
音
堂

広
船
千
手
観
音
堂

田
舎
館
大
日
如
来
堂

外
浜
十
二
所
権
現

浪
岡
牛
頭
天
王

今
淵
八
幡
太
神
宮

同
右

未
詳

同
右

承
暦
二
年

未
詳

坂
上
田
村
麻
呂

同
右

同
右

同
右

大
同
二
年

坂
上
田
村
麻
呂

未
詳

同
右

大
同
二
年

坂
上
田
村
麻
呂

同
右

同
右

同
上

同
右

百
沢
寺
（
真
言
宗
）

福
王
寺

修
験

常
福
院

神
職

修
験

善
光
院

斎
藤
大
和
守

修
験

広
住
院

修
験

大
蔵
院

同
右

岩
木
山
三
所
権
現

を
参
考

本
尊
は
行
基
菩
薩

作
と
伝
う

坂
上
田
村
麻
呂
の

創
建
で
承
暦
二
年
の

再
興
と
も
伝
う

「
住
古
真
言
宗
寺
院

退
転
シ
テ
今
号
↑

新
城
館
」

本
尊
は
智
証
大
師

作
と
伝
う

本
尊
は
聖
徳
太
子

作
と
伝
う

本
尊
は
弘
法
大
師

作
と
伝
う

堂
は
田
村
麻
呂
の

建
立
と
も
伝
う

本
尊
は
恵
心
作
と

伝
う



な
り
の
資
料
的
錯
乱
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
錯
乱
も
、
次
の
点
に
着
目

す
れ
ば
、
一
定
の
解
決
が
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
大
聖
不

動
明
王
」
を
伝
え
る
「
此
山
（
古
懸
山
）
往
昔
円
智
上
人
嬢
開
基
二
阿

遮
羅
轆
聖
一
輌
零
一
（
後
略
）
」
と
、
表
Ｈ
の
⑤
の
「
深
沙
大
権
現
」
を

伝
え
る「

当
風
者
瑚
二
日
恥
艮
一
之
間
往
ｌ
古
移
二
比
叡
山
一
而
置
二
一
〒
千

、
ン

ヲ
ク

ヲ
ル
ト
サ
ノ

坊
一
所
し
謂
阿
ｌ
遮
Ｉ
羅
千
坊
十
三
嶽
千
坊
罵
藝
神
ｌ
宮
ｌ
寺
阿

ト

ー
ア

ヲ

遮
羅
千
坊
之
一
也
云
延
暦
年
中
田
村
麻
呂
請
二
東
夷
征
伐
之
勅
↑

、
ン

ヲ
ス
ル
ヲ
上
ス
ア
ラ
テ
ニ

而
卒
二
五
万
八
千
之
宮
‐
兵
一
征
二
凶
徒
一
之
時
戦
不
レ
利
依
レ
之

二
ク
ノ

ヲ
チ

ノ

メ

ヲ

所
し
仰
二
佛
神
之
威
カ
ー
則
有
二
感
應
一
此
御
ｌ
神
現
二
夜
舟
形
一
護
二

ス

ヲ
し

衞
将
軍
麻
呂
一
是
当
社
」

と
を
綜
合
す
る
と
、
円
智
上
人
の
建
立
し
た
寺
院
は
真
言
宗
で
は
な

く
、
天
台
宗
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

円
智
上
人
の
開
基
と
伝
え
る
阿
遮
羅
の
三
千
坊
の
こ
と
を
、
右
の

一
文
は
天
台
宗
の
根
本
道
場
た
る
比
叡
山
と
の
関
わ
り
で
捉
え
、
し

か
も
、
そ
の
深
沙
大
権
現
を
坂
上
田
村
麻
呂
に
関
連
づ
け
て
い
る
。

平
安
前
期
、
こ
の
北
奥
の
「
蝦
夷
村
」
の
宗
教
世
界
を
彩
っ
て
い

た
の
は
、
田
村
麻
呂
を
媒
体
に
、
蝦
夷
平
定
事
業
に
血
道
を
あ
げ
る

桓
武
天
皇
と
、
官
僧
と
し
て
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
す
る
最
澄
の
三
者

（
７
）

が
織
り
な
す
、
天
台
仏
教
で
は
な
か
っ
た
か
。

推
測
に
推
測
を
重
ね
て
い
え
ば
、
「
蝦
夷
村
」
は
一
方
で
田
村
麻

呂
の
征
討
を
通
し
て
、
行
政
的
に
「
日
本
」
に
編
入
さ
れ
て
、
「
み

ち
の
く
」
と
化
し
、
ま
た
一
方
で
は
、
そ
れ
と
併
行
し
な
が
ら
、
天

台
宗
と
い
う
日
本
仏
教
の
洗
礼
を
受
け
た
神
社
や
寺
院
の
造
営
を
介

し
て
、
魂
に
お
け
る
「
日
本
人
」
化
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
く
。

こ
の
行
政
と
仏
教
の
両
面
に
よ
る
「
日
本
」
・
「
日
本
人
」
化
を
、

桃
生
郡
～
南
部
大
間
・
津
軽
外
ヶ
浜
の
「
蝦
夷
」
た
ち
は
、
ど
う
受

け
と
め
た
で
あ
ろ
う
か
。
旧
「
俘
囚
」
「
夷
俘
」
の
未
喬
た
ち
は
、

そ
れ
を
受
容
す
る
こ
と
に
、
そ
う
抵
抗
感
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
中
に
は
、
依
然
と
し
て
「
蝦
夷
」
王
ミ
シ
）
た
ろ
う
と
し

ｊこ
く
「
津
軽
一
統
志
」
に
見
る
寺
院
〉

Ｉ
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東
福
院

神
宮
寺

大
円
寺

久
渡
寺

国
上
寺

百
沢
寺

寺
院
名

天
台
宗

同
右

真
言
宗
別
行
派

同
右

同
右

真
言
宗

宗
派
名

本
寺

不
詳

大
同
二
年

不
詳

不
詳
。
僧
円
智
の

創
立

不
詳
。
僧
円
智
の

創
立
と
も

不
詳

創
立
年
次

頽
廃
後
、
袋
宮
寺

と
し
て
再
興
。

天
正
十
五
年
に

真
言
宗
に
改
宗
、

元
和
期
旧
に
復
す
。

初
め
、
大
浦
種
里

村
に
あ
り

真
言
五
山
寺
、
初
め

小
沢
村
に
あ
り

真
言
五
山
寺

真
言
五
山
寺
、
初
め

十
腰
内
村
に
あ
り
。

備
考



て
い
た
－
群
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

時
の
推
移
と
と
も
に
、
こ
の
「
蝦
夷
村
」
の
中
に
、
「
日
本
」
な

い
し
「
日
本
人
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
醸
成
が
進
み
、

ま
た
併
せ
て
脱
「
蝦
夷
」
が
深
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
み
ち
の
く
」

世
界
が
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。

「
蝦
夷
村
」
の
「
日
本
」
・
「
日
本
人
」
化
を
通
し
た
「
み
ち
の
く
」

世
界
の
構
築
は
、
平
泉
藤
原
氏
の
時
代
に
及
ん
で
、
一
段
と
加
速
す

る
。〈

平
泉
藤
原
氏
氏
の
「
蝦
夷
村
」
支
配
〉

平
泉
の
藤
原
氏
が
現
実
に
支
配
し
た
「
み
ち
の
く
」
の
範
域
は
「
清

衡
、
六
郡
を
管
領
の
最
初
に
、
之
（
中
尊
寺
）
を
草
創
す
。
ま
づ
白

河
関
よ
り
外
浜
に
至
る
ま
で
廿
余
ヶ
日
の
行
程
な
り
。
そ
の
路
一
町

ご
と
に
笠
率
都
婆
を
立
つ
。
」
（
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
九
月
十
七
日
条
、
原

漢
文
）
に
見
る
よ
う
に
、
そ
の
北
限
は
津
軽
外
ヶ
浜
に
及
ん
で
い
た
。

こ
の
点
、
前
の
林
子
平
の
『
三
国
通
覧
図
説
』
に
い
う
「
中
ゴ
ロ
ノ

蝦
夷
国
界
」
と
ま
っ
た
く
符
合
す
る
。

平
泉
藤
原
氏
に
至
っ
て
、
「
み
ち
の
く
」
の
範
域
内
が
、
前
代
に

も
増
し
て
、
「
日
本
」
「
日
本
人
」
化
の
色
彩
を
強
め
た
こ
と
は
、
推

測
に
難
く
な
い
。

た
だ
、
こ
の
藤
原
氏
の
場
合
、
前
代
の
田
村
麻
呂
の
時
代
や
、
後

述
す
る
鎌
倉
幕
府
に
よ
る
東
国
経
営
と
は
、
決
定
的
に
違
う
点
が
あ

る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

平
泉
藤
原
氏
は
、
か
つ
て
の
「
み
ち
の
く
」
の
猛
者
で
あ
り
、
自

ら
「
東
夷
の
酋
長
」
「
六
箇
郡
の
司
」
と
名
乗
っ
た
安
倍
氏
や
、
「
山

北
の
俘
囚
主
」
と
自
己
規
定
し
て
い
た
清
原
氏
の
あ
と
を
受
け
、
み

づ
か
ら
も
「
蝦
夷
社
会
」
の
血
を
ひ
く
一
員
で
あ
る
こ
と
を
、
自
覚

し
て
い
た
点
で
あ
る
。
天
治
三
年
（
二
二
六
）
の
、
い
わ
ゆ
る
「
中

尊
寺
供
養
願
文
」
の
一
文
は
、
そ
の
何
よ
り
の
証
左
で
あ
る
。

「
弟
子
は
東
夷
の
遠
酋
な
り
（
中
略
）
弟
子
い
や
し
く
も
祖
考
の
余

業
を
う
け
、
俘
囚
の
上
頭
に
謬
居
す
。
出
羽
陸
奥
の
土
俗
、
風
草
に

従
う
が
ご
と
く
、
粛
慎
相
婁
の
海
蛮
、
葵
の
陽
に
向
か
う
が
ご
と
し
。

垂
拱
、
寧
息
す
る
こ
と
三
十
余
年
。
し
か
る
間
、
と
き
に
歳
貢
の
勤

を
う
け
、
職
業
を
失
う
こ
と
な
し
。
羽
毛
歯
革
の
贄
、
参
期
に
違
い

な
し
」
（
原
漢
文
）
。

「
み
ち
の
く
」
の
覇
者
と
し
て
君
臨
す
る
平
泉
の
藤
原
氏
に
も
、

「
東
夷
の
遠
酋
」
「
俘
囚
の
上
頭
」
の
血
が
流
れ
て
い
た
。
出
羽
陸
奥

は
も
ち
ろ
ん
、
「
粛
慎
・
梠
婁
の
海
蛮
」
（
北
海
道
の
蝦
夷
）
に
ま
で
、

そ
の
支
配
の
手
を
伸
ば
し
て
い
た
平
泉
藤
原
氏
に
あ
っ
て
も
、
「
蝦

夷
社
会
」
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
失
念
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

外
か
ら
は
、
自
己
矛
盾
の
な
に
も
の
で
も
な
い
「
俘
囚
」
呼
称
を

自
ら
に
冠
し
な
が
ら
、
「
み
ち
の
く
」
の
征
覇
に
余
年
の
な
い
平
泉

藤
原
氏
。
こ
の
一
見
、
不
可
思
議
な
北
辺
の
居
住
民
、
自
己
撞
着
を

犯
し
て
や
ま
い
北
辺
地
の
こ
と
を
、
中
央
の
都
人
は
、
こ
の
当
時
、

「
蝦
夷
」
（
え
び
す
）
の
住
む
、
「
胡
地
」
な
い
し
「
狄
地
」
（
え
び
す
の
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地
）
と
呼
ん
で
い
た
。

遠
く
離
れ
た
都
人
の
眼
か
ら
す
れ
ば
、
平
泉
藤
原
氏
に
よ
る
「
み

ち
の
く
」
支
配
Ⅱ
「
夷
を
も
っ
て
夷
を
制
す
」
状
況
は
、
な
ん
と
も

奇
怪
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
し
か
し
、
「
み
ち
の
く
」
の
覇
者
・

平
泉
藤
原
氏
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
「
俘
囚
」
の
自
覚
を
伴
な
い

な
が
ら
、
桃
生
郡
～
南
部
大
間
・
津
軽
外
ヶ
浜
ま
で
の
「
み
ち
の
く
」

世
界
を
、
「
日
本
」
地
化
し
、
伴
せ
て
心
奥
ま
で
も
を
「
日
本
人
」

化
す
る
こ
と
は
、
自
己
矛
盾
そ
の
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
い

か
ん
と
も
し
が
た
い
歴
史
の
現
実
で
も
あ
っ
た
。

中
央
の
動
向
に
気
遣
い
な
が
ら
、
「
み
ち
の
く
」
支
配
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
平
泉
藤
原
氏
に
は
、
お
そ
ら
く
、
中
央
権
力
に
「
耐
え
」

な
が
ら
も
、
そ
の
意
向
を
「
迎
え
」
ざ
る
を
得
な
い
複
雑
な
心
情
が

つ
ね
に
絡
み
つ
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
思
い
を
後
の
世
に
「
伝

（
８
）

え
」
よ
う
と
も
思
念
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
胸
の
う
ち
が
、
前

の
安
倍
・
清
原
氏
以
来
、
流
れ
続
い
て
き
た
「
東
夷
の
酋
長
」
「
山

北
の
俘
囚
主
」
「
俘
囚
の
上
頭
」
な
る
自
称
と
し
て
、
伝
統
的
に
継

承
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

平
泉
藤
原
氏
に
よ
る
、
こ
の
複
雑
な
が
ら
も
土
着
の
手
に
よ
っ
て
、

「
み
遇
の
く
」
世
界
が
年
を
追
う
ご
と
に
「
日
本
」
「
日
本
人
」
化
し

て
い
き
、
そ
こ
に
一
定
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
。

こ
の
「
み
ち
の
く
」
が
「
日
本
」
な
い
し
「
日
本
人
」
と
し
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
、
よ
り
一
段
と
達
成
し
て
い
っ
た
の
は
、

「
中
ゴ
ロ
」
の
な
か
で
も
鎌
倉
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。

〈
鎌
倉
幕
府
の
東
国
経
営
〉

頼
朝
に
よ
る
「
俘
囚
の
上
頭
」
・
平
泉
藤
原
氏
の
平
定
は
、
そ
の

「
み
ち
の
く
」
世
界
に
、
新
た
な
る
幕
明
け
を
告
げ
た
。
頼
朝
は
、

弟
義
経
の
最
期
の
地
で
も
あ
る
こ
の
「
み
ち
の
く
」
に
対
し
て
、
す

（
９
）

こ
ぶ
る
丁
重
に
鎮
魂
の
廻
向
心
を
も
っ
て
臨
ん
だ
。
し
か
し
、
頼
朝

の
目
指
す
領
有
の
版
図
は
、
あ
く
ま
で
も
、
前
の
平
泉
藤
原
氏
を
踏

襲
す
る
津
軽
外
ヶ
浜
を
北
限
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、

『
三
国
通
覧
図
説
』
に
い
う
「
中
ゴ
ロ
ノ
蝦
夷
国
界
」
は
、
田
村
麻
呂
、

藤
原
氏
そ
し
て
頼
朝
と
い
う
よ
う
に
、
平
安
～
鎌
倉
期
に
お
い
て
変

化
は
な
い
・

鎌
倉
時
代
が
平
安
時
代
と
、
そ
の
「
み
ち
の
く
」
世
界
と
の
関
わ

り
の
上
で
最
も
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
は
、
平
泉
藤
原
氏
の
よ
う
に
、

土
着
の
論
理
で
は
な
く
、
幕
府
と
い
う
国
家
権
力
が
直
接
的
に
関
与

し
た
こ
と
で
あ
る
。

北
条
義
時
に
よ
る
十
三
湊
の
安
藤
氏
の
「
蝦
夷
管
領
」
・
「
東
夷

ノ
堅
メ
」
へ
の
登
用
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
武
家
其
濫
吹
を
鎮
護
せ
ん
た
め
に
、
安
藤
太
と
云
う
者
を
蝦

夷
管
領
と
す
。
」
（
「
諏
訪
大
明
神
絵
詞
」
）

「
安
藤
五
郎
卜
云
者
、
東
夷
之
堅
メ
ニ
義
時
ガ
代
官
ト
シ
テ
津

軽
二
置
ダ
ル
・
」
（
「
保
暦
間
記
」
）

日本思想史学30<1998)26



と
い
う
よ
う
に
、
幕
府
は
古
代
の
「
東
夷
の
酋
長
」
「
六
箇
郡
の
司
」

の
系
譜
を
持
つ
安
倍
氏
の
末
喬
た
る
津
軽
安
藤
氏
を
登
用
し
、
「
夷

島
」
へ
の
流
罪
執
行
に
当
た
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

義
時
の
治
世
を
大
き
な
転
換
点
と
し
て
、
幕
府
と
「
み
ち
の
く
」

世
界
と
の
関
わ
り
は
、
年
と
と
も
に
深
ま
っ
て
い
く
。
経
済
的
な
関

わ
り
で
い
え
ば
、
北
条
得
宗
領
の
津
軽
地
域
へ
の
設
定
が
そ
れ
で
あ

り
、
後
述
す
る
執
権
時
頼
の
「
み
ち
の
く
」
へ
の
「
宗
教
の
旅
」
な

ど
は
、
仏
教
史
的
な
具
体
例
で
あ
ろ
う
。

平
泉
藤
原
氏
も
「
俘
囚
の
上
頭
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
「
み
ち
の
く
」

世
界
の
「
日
本
」
な
い
し
「
日
本
人
」
化
に
、
少
な
か
ら
ず
苦
盧
し

た
。
擦
文
文
化
と
い
う
、
す
ぐ
れ
て
北
海
道
的
な
続
縄
文
時
代
に
接

続
す
る
文
化
が
、
八
～
十
三
世
紀
に
道
南
～
北
奥
地
域
に
分
布
し
て

い
た
こ
と
に
思
い
を
致
す
な
ら
、
「
俘
囚
の
上
頭
」
の
平
泉
藤
原
氏

を
も
巻
き
こ
む
よ
う
な
、
「
蝦
夷
」
同
士
の
交
易
・
交
流
が
日
常
的

に
展
開
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
日
常
的
な
現
実
を
み
る
に
つ
け
、
津
軽
安
藤
氏
の
民
族
的
苦

悩
は
、
「
蝦
夷
管
領
」
へ
の
登
用
の
日
か
ら
は
じ
ま
る
。
幕
府
と
在

地
と
の
板
ば
さ
み
に
あ
え
ぐ
安
藤
氏
を
直
撃
す
る
事
件
が
一
日
、
発

生
し
た
。
と
き
に
、
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
を
、
日
蓮
は
こ
う
伝
え
て
い
る
。

わ
き
ま

ゑ
ぞ
は
死
生
不
知
の
も
の
、
安
藤
五
郎
は
因
果
の
道
理
を
弁

へ
て
堂
塔
多
く
造
り
し
善
人
也
。
い
か
に
と
し
て
頸
を
ば
ゑ
ぞ

に
と
ら
れ
ぬ
る
ぞ
。
（
「
種
々
御
振
舞
御
書
」
）

「
蝦
夷
」
の
血
を
ひ
く
津
軽
安
藤
氏
は
、
「
蝦
夷
管
領
」
と
し

て
の
職
務
遂
行
に
励
み
、
自
ら
脱
「
蝦
夷
」
を
計
っ
て
、
「
み

ち
の
く
」
世
界
を
「
日
本
」
「
日
本
人
」
化
す
る
あ
ま
り
、
旧

来
か
ら
行
き
交
う
北
奥
～
道
南
の
「
蝦
夷
」
（
え
ぞ
）
に
よ
っ
て

殺
害
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
般
に
「
エ
ゾ
の
反
乱
」
と
い
わ
れ

る
こ
の
一
大
事
件
は
、
幕
府
自
身
も
北
方
地
域
に
対
し
て
、
多

大
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
に
、
看
過
で
き
な
い
政
治
問
題

へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。

幕
府
は
、
幕
末
も
近
い
正
中
元
年
（
一
三
二
四
）
、
一
連
の
エ
ゾ

蜂
起
を
鎮
圧
す
べ
く
、
次
の
よ
う
な
修
法
を
行
っ
た
。

正
中
元
甲
子
（
中
略
）
五
月
十
九
日
、
為
二
蝦
夷
降
伏
一
、
於
二
大

守
御
亭
一
開
白
被
し
修
二
五
壇
護
摩
一
一
七
ヶ
月
、
不
動
大
御
堂
僧

正
道
潤
、
降
三
世
社
務
、
軍
茶
利
安
芸
僧
正
御
房
、
大
威
徳
佐
々（岨

）

目
僧
正
有
助
、
金
剛
夜
叉
頼
演
法
印
、
道
場
東
向
南
向
連
壇
也
。

「
み
ち
の
く
」
を
舞
台
に
く
り
広
げ
ら
れ
る
こ
う
し
た
「
エ
ゾ
」

蜂
起
を
契
機
に
、
幕
府
は
つ
い
に
、
道
南
の
蝦
夷
も
含
む
北
奥
の
蝦

夷
に
対
し
て
、
断
固
、
本
腰
を
入
れ
て
対
処
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

『
沙
汰
未
練
書
』
に
い
う
。

エ
ソ

ー
、
東
夷
成
敗
事
、
於
二
関
東
一
有
二
其
沙
汰
一
、
東
夷
者
蝦
子
事

也
。
以
上
、
如
レ
此
等
御
成
敗
、
武
家
ノ
沙
汰
卜
云

と
は
、
ま
さ
に
そ
の
法
制
的
表
明
で
あ
る
。
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表
現
を
か
え
て
い
え
ば
、
こ
の
「
東
夷
成
敗
」
は
、
幕
府
に
よ
る

「
み
ち
の
く
」
世
界
の
、
完
全
な
る
「
日
本
」
な
い
し
「
日
本
人
」

化
を
図
っ
た
政
策
表
明
で
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
一
歩
進
め
て
い
え
ば
、
幕
府
は
「
み
ち
の
く
」
世
界
か
ら
、

「
蝦
夷
」
（
え
ぞ
）
な
る
も
の
を
排
し
、
そ
れ
を
「
夷
嶋
」
へ
と
追
い

や
り
、
も
っ
て
南
部
大
間
・
津
軽
外
浜
を
北
限
と
す
る
「
み
ち
の
く
」

世
界
を
よ
り
「
日
本
」
な
い
し
「
日
本
人
」
化
し
よ
う
と
し
た
、
と

い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

土
着
の
安
藤
氏
の
よ
う
な
現
実
的
な
苦
悩
を
よ
そ
に
、
幕
府
権
力

が
「
東
国
経
営
」
と
い
う
形
で
「
み
ち
の
く
」
に
乗
り
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
「
み
ち
の
く
」
が
、
前
代
に
も
増
し
て
、
「
日
本
」

的
な
風
土
と
な
り
、
そ
こ
に
居
住
す
る
民
も
一
段
と
「
日
本
人
」
化

す
る
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

幕
府
が
「
み
ち
の
く
」
を
、
こ
の
よ
う
に
「
日
本
」
化
に
導
い
た

の
は
、
じ
つ
は
、
政
治
・
経
済
領
域
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
宗
教
と

い
う
、
人
間
の
魂
の
部
分
に
お
い
て
も
、
「
み
ち
の
く
」
を
「
日
本
」

化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

幕
府
の
構
想
す
る
宗
教
世
界
は
、
ご
く
端
的
に
い
え
ば
、
幕
府
の

宗
教
セ
ン
タ
ー
、
心
臓
部
と
も
い
え
る
鶴
岡
八
幡
宮
を
一
大
拠
点
に
、

臨
済
禅
と
真
言
密
教
の
総
和
た
る
「
禅
密
主
義
」
を
標
傍
し
た
世
界

で
あ
っ
た
。
こ
の
幕
府
に
固
有
な
「
禅
密
主
義
」
こ
そ
が
、
幕
府
の

「
武
家
的
体
制
仏
教
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
も
う
一
方
の
公
家
社
会
が

志
向
す
る
天
台
密
教
を
中
心
と
す
る
「
顕
密
主
義
」
（
私
は
、
こ
れ
を
「
公

（
皿
）

家
的
体
制
仏
教
」
と
捉
え
る
）
と
、
基
本
的
に
対
峠
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

幕
府
は
こ
の
独
自
の
宗
教
世
界
を
、
公
権
力
に
ふ
さ
わ
し
く
、
自

ら
の
権
力
基
盤
で
も
あ
る
東
国
地
域
に
、
一
種
の
宗
教
的
祭
祀
権
の

公
使
と
い
う
形
で
、
扶
植
し
て
い
っ
た
。
そ
の
象
徴
的
な
形
が
、
他

な
ら
ぬ
執
権
時
頼
が
旅
の
修
行
僧
に
身
を
や
つ
し
た
「
徴
行
」
と
し

（
吃
）

て
の
「
宗
教
の
旅
」
Ⅱ
廻
国
伝
道
で
は
な
か
ろ
う
か
。
時
頼
は
、
こ

の
廻
国
行
脚
を
通
し
て
、
前
に
み
た
「
み
ち
の
く
」
に
お
け
る
古
代

の
天
台
宗
寺
院
を
、
幕
府
の
「
禅
密
主
義
」
に
添
う
よ
う
に
宗
教
指

導
し
て
、
改
宗
し
て
い
っ
た
。
松
島
寺
や
出
羽
の
立
石
寺
、
象
潟
の

干
満
寺
そ
し
て
津
軽
の
護
国
寺
、
山
王
坊
な
ど
の
改
宗
は
、
そ
の
具

（
過
）

体
事
例
で
あ
る
。

幕
府
の
宗
教
的
祭
祀
権
の
現
実
行
使
を
通
し
て
、
「
み
ち
の
く
」
が
、

宗
教
面
に
お
い
て
も
、
「
日
本
」
化
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
多
言
を

要
し
ま
い
。

以
上
、
「
政
治
権
力
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
」
と
い
う

観
点
で
、
「
み
ち
の
く
」
が
い
か
に
「
日
本
化
」
さ
れ
、
そ
こ
に
「
日

本
人
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
ど
う
形
成
さ
れ
て
き
た
か

を
、
平
安
～
鎌
倉
の
な
か
で
少
し
検
証
し
て
き
た
。

『
三
国
通
覧
図
説
』
の
い
う
平
安
～
鎌
倉
期
の
「
中
ゴ
ロ
ノ
蝦
夷

国
界
」
、
す
な
わ
ち
「
み
ち
の
く
」
世
界
の
成
立
に
導
い
た
の
は
、

ひ
と
り
政
治
権
力
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
前
述
の
幕
府
の
「
禅
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密
主
義
」
の
東
国
扶
植
か
ら
も
了
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
み

ち
の
く
」
世
界
の
住
民
に
、
本
格
的
に
「
日
本
」
的
な
魂
を
教
え
導

い
て
い
っ
た
の
は
、
や
は
り
、
宗
教
的
達
人
た
る
仏
教
者
の
一
群
で

あ
っ
た
。

⑧
「
仏
教
伝
播
に
よ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
」

い
わ
ゆ
る
鎌
倉
新
仏
教
の
誕
生
を
み
た
鎌
倉
時
代
は
、
ま
さ
に
「
宗

教
の
時
代
」
に
相
応
し
く
、
そ
の
宗
派
の
教
線
は
宗
祖
ｌ
門
弟
を
通

し
て
、
地
方
へ
と
伝
播
し
て
い
く
。
「
み
ち
の
く
」
世
界
に
も
、
そ

の
伝
播
の
波
が
、
こ
の
鎌
倉
期
に
押
し
寄
せ
て
い
た
。

例
え
ば
、
浄
土
宗
の
場
合
、
法
然
の
高
足
・
石
垣
金
光
上
人
に
よ

る
「
み
ち
の
く
」
布
教
は
、
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
巻
四
十
八
に
、

こ
う
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

「
石
垣
の
金
光
房
は
、
上
人
称
美
の
言
を
思
う
に
浄
土
の
法
門
間

奥
に
い
た
れ
る
こ
と
し
り
ぬ
く
し
。
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
上
人

の
門
弟
を
国
々
へ
つ
か
は
き
れ
し
時
、
陸
奥
国
に
下
向
。
つ
い
に
か

し
こ
に
て
入
滅
・
」

浄
土
宗
は
、
法
然
の
「
み
ち
の
く
」
伝
道
の
命
を
う
け
て
、
金
光

上
人
が
嘉
禄
三
年
に
布
教
し
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
浄
土
真
宗
に

あ
っ
て
も
、
親
鷲
の
門
弟
の
う
ち
、
東
国
出
身
者
で
あ
る
如
信
・
無

為
子
・
唯
信
・
是
信
・
本
願
ら
が
「
み
ち
の
く
」
に
弘
通
し
た
り
、

寺
院
を
造
営
し
た
り
し
て
い
た
（
『
親
鴬
聖
人
門
弟
交
名
牒
』
）
。

曹
洞
宗
も
や
は
り
、
鎌
倉
中
期
に
は
、
玉
泉
寺
の
了
然
法
明
が
羽

（
昭
）

黒
山
方
面
に
教
化
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
時
宗
に
あ
っ

て
は
、
宗
祖
一
遍
智
真
が
、
弘
安
三
年
（
一
二
八
○
）
、
「
賦
算
遊
行
」

の
一
環
と
し
て
、
祖
父
、
河
野
通
信
の
墳
墓
を
詣
ず
べ
く
、
「
み
ち

（
脚
）

の
く
」
江
刺
郡
に
ま
で
旅
の
足
を
延
ば
し
て
い
る
。

鎌
倉
新
仏
教
の
こ
の
よ
う
な
活
発
な
「
み
ち
の
く
」
伝
道
は
、
日

蓮
宗
に
も
検
証
で
き
る
。
日
蓮
の
一
門
弟
の
日
持
に
よ
る
北
辺
布
教

で
あ
る
。
『
北
海
道
寺
院
沿
革
誌
』
に
よ
れ
ば
、
日
持
は
「
み
ち
の
く
」

布
教
の
の
ち
、
渡
道
し
「
未
夕
法
ヲ
付
ス
ベ
キ
器
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
自

ラ
宗
祖
日
蓮
大
士
及
諸
尊
ノ
木
ヲ
作
り
、
一
字
一
石
卜
共
二
土
中
二

埋
」
め
た
と
い
う
。
こ
の
あ
と
、
海
外
布
教
へ
と
旅
立
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
日
持
の
旧
蹟
を
守
る
た
め
、
石
崎
の
帰
依
者
Ⅱ
「
渡
党
」
た

ち
は
、
正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
、
一
寺
を
創
建
し
て
「
経
石
庵
」
と

称
し
た
と
い
う
（
『
北
海
道
寺
院
沿
革
誌
』
）
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
持
は

「
み
ち
の
く
」
は
も
と
よ
り
、
道
南
地
域
に
ま
で
、
日
蓮
宗
と
い
う
「
日

本
」
仏
教
を
伝
播
し
た
こ
と
に
な
る
。

鎌
倉
時
代
に
あ
っ
て
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
幕
府
に
よ
る
政
治
権

力
と
、
新
仏
教
に
よ
る
「
日
本
」
仏
教
の
伝
道
を
通
し
て
、
「
み
ち

の
く
」
に
お
け
る
「
夷
」
（
え
ぞ
）
意
識
は
徐
々
に
超
克
さ
れ
て
い
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
こ
こ
「
み
ち
の
く
」
世
界
は
見
事
に
「
日

本
」
化
を
と
げ
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
民
族
的
多
数
者
）
と
し
て
の
「
日

本
人
」
が
数
多
く
創
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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『
三
国
通
覧
図
説
』
に
従
え
ば
、
武
田
信
広
の
渡
道
以
後
、
道
南

の
松
前
・
熊
石
地
域
を
も
っ
て
「
今
ノ
蝦
夷
国
界
」
と
な
る
「
み
ち

の
く
」
の
第
三
段
階
を
迎
え
る
。
こ
の
第
三
段
階
た
る
南
北
朝
～
室

町
期
、
「
み
ち
の
く
」
と
は
海
峡
を
越
え
た
道
南
ま
で
含
む
広
域
概

念
で
あ
っ
た
。
「
み
ち
の
く
」
像
の
第
三
段
階
は
、
永
享
四
年
（
一

四
三
三
、
津
軽
十
三
湊
に
拠
る
「
海
の
領
主
」
安
藤
康
季
の
敗
走
・

渡
道
に
幕
が
開
く
。

こ
の
渡
道
に
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
武
田
信
広
を
は
じ
め
、
諸
武

将
が
随
従
し
、
前
の
鎌
倉
期
以
後
、
渡
来
し
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
渡

党
」
（
『
新
羅
之
記
録
』
）
と
結
ん
で
、
道
南
の
沿
岸
一
帯
に
、
世
に
い

う
「
道
南
の
十
二
館
」
を
築
造
し
て
い
っ
た
。
和
人
に
よ
る
和
人
の

た
め
の
防
御
空
間
で
あ
り
、
生
活
空
間
で
も
あ
る
中
世
城
館
の
建
造

で
あ
る
。

渡
道
後
、
ほ
ど
な
く
し
て
の
「
日
ノ
本
将
軍
」
康
季
の
死
、
さ
ら

こ
の
創
出
が
、
「
夷
嶋
」
（
え
ぞ
が
し
ま
）
へ
と
追
い
や
ら
れ
た
「
蝦

夷
」
（
え
ぞ
）
す
な
わ
ち
、
中
世
ア
イ
ヌ
民
族
に
対
し
て
、
新
た
な
る

「
夷
」
意
識
を
な
す
り
つ
け
、
刻
印
す
る
と
い
う
、
途
轍
も
な
く
大

き
な
民
族
的
犠
牲
を
払
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な

い
○

凹
「
み
ち
の
く
」
像
の
展
開

に
は
そ
の
息
男
・
嘉
季
の
戦
死
に
よ
り
、
嫡
流
下
国
安
藤
家
は
、
家

系
の
断
絶
と
い
う
窮
地
に
立
た
さ
れ
る
。
こ
の
ピ
ン
チ
を
救
っ
た
の

が
、
他
で
も
な
く
、
潮
潟
安
東
政
季
で
あ
っ
た
。

こ
の
嫡
流
の
安
東
政
季
も
、
二
年
足
ら
ず
し
て
蝦
夷
島
を
離
れ
、

秋
田
男
鹿
に
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
き
に
、
康
正
二
年
（
一

四
五
六
）
。
政
季
は
離
島
に
際
し
、
十
二
館
の
館
主
間
の
支
配
版
図
を

「
守
護
職
」
の
補
任
方
式
に
則
っ
て
、
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
編
成
し
た
（
『
新

羅
之
記
録
』
）
。

三
ブ
ロ
ッ
ク
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
下
国
家
政
を
「
下
之
国

守
護
」
（
河
野
政
通
を
補
佐
役
）
、
蛎
崎
季
繁
を
「
上
之
国
守
護
」
（
武
田

信
広
を
補
佐
役
）
、
下
国
定
季
を
「
松
前
之
守
護
」
（
相
原
政
胤
を
補
佐
役
）

に
補
任
し
て
の
分
割
的
支
配
体
制
を
い
う
。
こ
の
支
配
体
制
が
、
の

ち
の
本
格
的
な
知
人
権
力
と
な
る
蛎
崎
政
権
の
起
点
と
な
る
こ
と
は
、

論
を
俟
た
な
い
。

こ
の
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
配
さ
れ
た
領
主
た
ち
は
、
蛎
崎
氏
の
拠
る
「
勝

山
館
」
や
小
林
氏
の
「
志
海
苔
館
」
に
見
る
よ
う
に
、
活
発
な
交
易

（
脂
）

活
動
を
、
「
コ
シ
ヤ
マ
イ
ン
」
の
戦
い
前
後
に
展
開
す
る
。
そ
の
結
果
、

蛎
崎
季
広
が
定
め
た
「
夷
狄
之
商
船
往
還
之
法
度
」
（
天
文
二
十
年
）

に
は
、
和
人
の
居
住
す
る
「
和
人
地
」
と
し
て
、
西
は
上
ノ
国
、
東

は
知
内
ま
で
と
す
る
範
域
が
盛
り
こ
ま
れ
る
に
至
る
。

「
道
南
の
十
二
館
」
の
築
造
と
こ
の
「
和
人
地
」
の
特
定
化
は
、

南
北
朝
以
後
に
顕
在
化
す
る
「
日
ノ
本
将
軍
」
安
藤
氏
を
筆
頭
に
し
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た
館
主
た
ち
の
系
図
作
成
と
相
ま
っ
て
、
す
ぐ
れ
て
「
み
ち
の
く
」

に
お
け
る
内
発
的
な
「
夷
」
意
識
の
超
克
に
他
な
ら
な
い
。
平
安
～

鎌
倉
期
に
胎
動
を
は
じ
め
た
「
み
ち
の
く
」
に
お
け
る
「
夷
」
意
識

の
払
拭
は
、
一
方
で
こ
う
し
た
和
人
に
よ
る
「
日
本
」
「
日
本
人
」

化
を
推
し
進
め
た
が
、
他
方
で
は
、
新
た
な
る
「
夷
」
意
識
を
中
世

ア
イ
ヌ
人
た
ち
に
、
刻
印
し
て
い
っ
た
。

た
だ
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
熊
石
を
北
限
と
す
る
こ
の
期

の
道
南
の
「
和
人
地
」
Ⅱ
「
み
ち
の
く
」
に
あ
っ
て
、
民
族
的
多
数

者
（
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
）
を
占
め
て
い
た
の
は
、
い
ま
「
夷
」
と
目
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
先
住
の
中
世
ア
イ
ヌ
民
族
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で

あ
る
。道

南
に
「
十
二
館
」
が
築
造
さ
れ
、
そ
の
和
人
集
団
と
先
住
の
中

世
ア
イ
ヌ
民
族
が
、
互
い
に
し
の
ぎ
を
削
り
、
民
族
的
対
立
を
迎
え

た
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
の
「
コ
シ
ヤ
マ
イ
ン
」
の
戦
い
の
頃
は
、

「
和
人
地
」
と
い
う
北
海
道
的
「
み
ち
の
く
」
世
界
に
お
い
て
、
そ

の
民
族
的
多
数
者
（
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
）
の
争
奪
を
め
ぐ
る
一
つ
の
分
小

嶺
を
迎
え
よ
う
と
す
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
「
和
人
地
」
と
い
う
北
海
道
の
小
「
み
ち
の
く
」
に

あ
っ
て
、
新
参
の
「
渡
党
」
や
館
主
を
は
じ
め
と
す
る
「
日
本
人
」

が
、
自
ら
の
古
代
い
ら
い
背
負
い
続
け
て
き
た
「
夷
」
意
識
を
超
克

し
、
北
奥
地
域
の
「
み
ち
の
く
」
の
「
日
本
人
」
と
均
質
化
す
る
上

で
、
大
き
く
関
わ
っ
た
も
の
も
、
や
は
り
仏
教
伝
播
と
い
う
営
み
で

あ
っ
た
。

中
世
「
和
人
地
」
の
人
々
が
、
日
本
的
な
仏
教
を
ど
う
受
容
し
、

い
か
に
「
日
本
人
」
化
し
て
い
っ
た
か
を
、
次
に
掲
げ
る
「
蝦
夷
島

に
お
け
る
中
世
寺
院
」
で
、
少
し
く
確
認
し
て
ほ
し
い
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
部
の
出
入
り
は
あ
る
も
の
の
、
十
四
ヶ
寺
に

の
ぼ
る
中
世
寺
院
が
、
中
世
和
人
地
Ⅱ
北
海
道
の
「
み
ち
の
く
」
世

界
に
、
和
人
の
宗
教
施
設
と
し
て
造
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
営

み
が
、
北
海
道
の
「
み
ち
の
く
」
に
住
む
人
々
を
、
ど
れ
ほ
ど
「
日

本
」
「
日
本
人
」
化
し
た
か
は
、
推
測
に
難
く
な
い
・

私
た
ち
は
こ
の
十
四
ヶ
寺
の
他
に
、
道
南
の
十
二
館
の
周
辺
に
、

和
人
的
な
宗
教
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
の
例
証
と
し
て
、
「
志
海
苔
館
」
の
周
辺
に
お
け
る
宗
教
事
情

を
紹
介
し
よ
う
。

一
つ
は
、
貞
治
元
年
（
一
三
六
七
）
の
紀
年
を
持
つ
、
「
日
一
那
道
阿

慈
父
悲
母
尼
公
」
の
碑
文
を
刻
ん
だ
、
い
わ
ゆ
る
「
貞
治
の
板
碑
」
、

今
一
つ
は
、
「
奉
寄
進
夷
嶋
脇
澤
山
神
御
宝
前
永
享
十
一
年
三
月

日
施
主
平
氏
盛
阿
弥
敬
白
」
の
銘
が
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
永
享
十
一

年
（
一
四
三
九
）
の
「
脇
沢
山
神
社
の
鰐
口
」
。
こ
の
両
者
は
、
そ
の

碑
文
の
「
阿
号
」
や
「
阿
弥
号
」
に
着
目
す
れ
ば
、
念
仏
系
の
信
仰

を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
、
し
の
ば
れ
る
。
つ
ま
り
、
中
世
和
人
地
Ⅱ

北
海
道
に
お
け
る
、
北
方
「
み
ち
の
く
」
の
中
で
、
前
の
十
四
ヶ
寺

の
他
に
、
こ
の
よ
う
な
「
板
碑
」
や
「
鰐
口
」
を
造
作
す
る
ま
で
に
、
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「
蝦
夷
島
に
お
け
る
中
世
寺
院
」
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寺

最
勝
院

大
洞
山

法
瞳
寺

西
立
山

専
念
寺

成
翁
山

法
華
寺

永
善
坊

浄
願
寺

松
前
山

法
源
寺

華
徳
山

上
国
寺

随
岸
寺

海
渡
山

阿
畔
寺

寺
院
名

浄
土
真
宗

浄
土
宗

真
言
宗

真
言
宗

曹
洞
宗

浄
土
真
宗

日
蓮
宗

真
言
宗

浄
土
真
宗

曹
洞
宗

浄
土
宗

不
詳

真
言
宗

宗
派
名

蛎
崎
李
広

文
禄
二

蛎
崎
李
広

永
禄
十

永蛎
禄崎
八李
広

永蛎
禄崎
五李
広

蛎
崎
李
広
の
中
興

天
文
十
五

蛎
崎
義
広

天
文
五

蛎
崎
義
広

大
永
元

（
ま
た
は
享
禄
二
）

蛎
崎
光
広

文
亀
二

蛎
崎
光
広

明
応
八

武
田
信
広

文
明
元

武
田
信
広

文
正
元

「
渡
党
」
か
？

長
禄
三
以
前

安
東
盛
李
（
ま
た
は

康
李
）
永
享
五
（
ま

た
は
嘉
吉
三
）

建
立
年
代

教
西

笈
西

不
詳

不
詳

宗

源

真
徳

日
三
等

不
詳

弘
賢

随
芳

秀
延

嘉
峯

山
王
坊

開
基
名

専
念
寺

智
恩
院

阿
畔
寺

阿
畔
寺

秋
田
円
通
寺

束
本
願
寺

京
都
本
満
寺

阿
畔
寺

東
本
願
寺

秋
田
山

龍
穏
院

智
恩
院

不
詳

清
浄
心
院

本
寺

丹
下
な
る
商
人
資
本
に
よ
り
建
立

永
正
十
年
以
前
の
建
立
、
義
広
以
後
、
蛎
崎
氏
の
菩
堤
寺
と
な
る
。

日
持
伝
説
を
参
観
す
べ
し
。
上
ノ
国
の
法
華
寺
、
石
崎
の
妙
応
寺
も
あ
り
。

大
沢
に
建
立
・
永
正
十
四
年
に
徳
山
に
移
転
。

寿
養
寺
と
号
す
。
昭
和
三
年
に
慈
眼
寺
と
改
号
し
、
曹
洞
宗
に
属
す
。

上
ノ
国
に
建
立
の
の
ち
、
秋
田
に
移
る
。

奥
尻
島
↓
徳
山
に
移
転
、
信
広
・
光
広
の
菩
堤
寺

建
立
時
は
真
言
宗
、
の
ち
浄
土
宗
に
改
宗

宇
須
岸
↓
大
館
へ
移
転
、
文
明
十
八
年
に
焼
失

茂
辺
地
↓
大
館
へ
と
移
転

備
考



和
人
に
よ
る
「
日
本
」
「
日
本
人
」
化
が
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

北
方
「
み
ち
の
く
」
を
、
中
世
和
人
地
に
占
定
し
つ
つ
、
自
ら
の

「
夷
」
意
識
を
仏
教
に
よ
っ
て
払
い
の
け
て
い
こ
う
と
す
る
和
人
と
、

逆
に
い
ま
「
夷
」
観
念
を
押
し
付
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
中
世
ア

イ
ヌ
と
は
、
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
そ
の
宗
教
観
を
ま
っ
た
く
異
に
し
て

い
た
。中

世
ア
イ
ヌ
民
族
は
、
そ
の
「
日
本
」
化
を
試
み
る
和
人
を
よ
そ

に
、
伝
統
的
な
宗
教
観
を
し
っ
か
り
と
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
中
世

ア
イ
ヌ
は
他
か
ら
の
介
入
を
一
切
う
け
容
れ
な
い
、
次
の
よ
う
な
狐

高
な
る
精
神
世
界
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

エ
ゾ
人
多
く
は
病
な
し
。
た
ま
ノ
ー
病
者
あ
れ
ば
家
に
捨
置
て

外
に
避
く
。
医
薬
な
け
れ
ば
病
彌
重
り
、
必
ず
死
に
至
る
。
依

て
や
ま
ひ
を
恐
る
、
事
甚
し
く
、
庖
癒
と
い
ふ
も
の
昔
は
な
か

り
し
が
、
近
頃
は
た
ま
／
、
に
有
。
是
も
捨
避
て
養
生
を
加
へ

ず
、
必
ず
死
す
。
疫
病
も
右
の
如
く
、
是
等
は
あ
し
き
風
俗
な

る
べ
し
。
死
を
恐
る
る
事
甚
し
と
い
へ
ど
も
、
死
す
る
ま
う
け

は
常
に
忘
れ
ず
、
蒲
に
て
織
た
る
莚
を
か
ゞ
げ
、
山
に
も
海
に

も
身
に
か
へ
て
是
を
持
。
是
蝦
夷
人
の
死
骸
を
包
む
棺
、
衣
衾

の
替
り
也
と
云
。
人
死
す
れ
ば
其
家
を
も
調
度
を
も
皆
焼
捨

て
、
新
た
に
造
り
て
住
む
と
云
。
（
『
東
遊
記
』
）

時
代
と
と
も
に
、
北
へ
の
拡
が
り
を
も
ち
な
が
ら
、
生
成
・
成
立
・

展
開
し
て
き
た
「
み
ち
の
く
」
な
る
世
界
も
、
以
上
の
よ
う
に
、
「
古
」

「
中
ゴ
ロ
」
そ
し
て
「
今
」
の
三
つ
の
階
梯
を
経
た
、
す
ぐ
れ
て
歴

史
的
な
所
産
で
あ
る
こ
と
を
、
粗
々
確
認
し
て
き
た
。

そ
の
生
成
↓
成
立
↓
展
開
の
営
み
に
は
、
私
た
ち
の
想
像
を
絶
す

る
当
該
期
の
人
々
の
揺
れ
る
心
の
動
き
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

「
み
ち
の
く
」
世
界
の
生
成
↓
展
開
を
、
政
治
権
力
と
仏
教
伝
播
と

い
う
二
つ
の
物
差
し
を
も
と
に
し
て
、
「
夷
」
意
識
の
北
進
化
の
営

み
と
し
て
捉
え
た
小
稿
を
閉
じ
る
に
当
た
り
、
「
み
ち
の
く
」
世
界

な
い
し
「
み
ち
の
く
」
像
の
展
開
の
思
想
史
的
意
味
を
、
一
言
述
べ

た
い
。「

み
ち
の
く
」
像
の
北
へ
の
拡
張
と
は
、
第
一
義
的
に
は
、
「
み
ち

の
く
」
（
ロ
ー
カ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
内
部
に
お
け
る
「
俘
囚
」

や
「
夷
俘
」
な
ど
が
、
中
央
の
政
治
権
力
や
仏
教
伝
播
と
い
う
外
な

る
条
件
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
古
代
的
な
「
夷
」
意
識
を
払
拭
し
、
そ

の
結
果
、
均
質
的
な
「
日
本
人
」
化
す
る
道
程
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
「
俘
囚
」
や
「
夷
俘
」
た
ち
に
よ
る
「
日
本
人
」
化
は
、
「
み

ち
の
く
」
像
の
北
進
に
比
例
し
て
、
外
な
る
条
件
を
受
け
な
が
ら
も
、

自
己
変
革
な
い
し
自
己
創
造
し
て
い
く
営
み
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、

固
「
む
す
び
に
代
え
て
」
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第
一
の
思
想
史
的
意
味
で
あ
る
。

「
俘
囚
」
「
夷
俘
」
に
よ
る
、
こ
の
自
ら
の
「
日
本
人
」
化
と
い
う

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
は
、
そ
の
反
動
結
果
と
し
て
、
そ
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
な
じ
ま
な
い
、
「
み
ち
の
く
」
世
界
か
ら
の
排

除
者
を
創
り
出
す
。
他
で
も
な
く
中
世
ア
イ
ヌ
民
族
の
創
造
で
あ
る
。

「
俘
囚
」
や
「
夷
俘
」
た
ち
は
、
中
世
ア
イ
ヌ
民
族
に
、
新
た
な
中

世
的
「
夷
」
意
識
を
押
し
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
古
代
的

「
夷
」
意
識
を
自
己
超
越
し
、
均
質
的
な
「
日
本
人
」
化
た
ら
ん
と

し
た
と
も
言
え
よ
う
か
。
こ
れ
が
第
二
の
意
味
で
あ
る
。

「
み
ち
の
く
」
像
の
生
成
↓
成
立
↓
展
開
と
は
、
こ
の
よ
う
に
、

な
ん
と
も
歴
史
的
な
営
み
で
あ
っ
た
。
北
方
に
ま
で
拡
張
し
た
「
み

ち
の
く
」
範
域
も
、
近
代
に
お
け
る
北
海
道
「
内
国
植
民
地
」
化
政

策
に
よ
っ
て
、
い
つ
し
か
、
そ
の
「
み
ち
の
く
」
範
域
も
狭
め
ら
れ
、

「
み
ち
の
く
」
Ⅱ
東
北
地
方
と
し
て
固
定
化
さ
れ
る
に
至
る
。

そ
こ
に
は
、
も
は
や
、
「
み
ち
の
く
」
像
の
負
の
歴
史
的
軌
跡
の

影
は
な
い
。
よ
り
端
的
に
い
え
ば
、
「
み
ち
の
く
」
像
の
成
立
と
展

開
と
は
、
カ
ッ
コ
つ
き
「
日
本
」
「
日
本
人
」
に
は
じ
ま
っ
た
「
み

ち
の
く
」
世
界
が
、
あ
く
ま
で
も
民
族
的
自
決
を
保
持
し
つ
づ
け
る

「
蝦
夷
」
（
中
世
ア
イ
ヌ
民
族
）
に
対
し
、
政
治
権
力
や
仏
教
伝
播
と
い

う
外
的
要
因
に
よ
り
な
が
ら
、
自
ら
の
「
夷
」
意
識
を
か
ぶ
せ
、
転

化
さ
せ
、
つ
い
に
は
そ
の
カ
ッ
コ
つ
き
「
日
本
」
「
日
本
人
」
の
カ

ッ
コ
を
除
去
し
て
い
く
歴
史
的
過
程
で
あ
っ
た
と
も
評
せ
よ
う
か
。

「
み
ち
の
く
」
像
に
は
、
冒
頭
で
み
た
「
旅
情
」
と
は
裏
腹
に
、
そ

ん
な
複
雑
な
歴
史
の
影
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

注
（
１
）
拙
稿
「
銭
亀
沢
の
神
と
仏
」
（
『
地
域
史
研
究
は
こ
だ
て
』
第
二

七
号
所
収
）
。

（
２
）
海
保
嶺
夫
『
中
世
の
蝦
夷
地
』
（
吉
川
弘
文
館
）
。

（
３
）
『
国
史
大
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
、
高
橋
崇
担
当
項
）
。

（
４
）
高
橋
富
雄
『
蝦
夷
』
（
吉
川
弘
文
館
）
、
同
『
み
ち
の
く
』
（
社

会
思
想
社
）
。

（
５
）
新
野
直
吉
「
古
代
俘
囚
論
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
三
八
号
所
収
）
、

高
橋
崇
『
蝦
夷
』
（
中
公
新
書
八
○
四
）
。

（
６
）
喜
田
貞
吉
「
蝦
夷
の
馴
服
と
奥
羽
の
拓
殖
」
（
日
本
歴
史
地
理

学
会
編
『
奥
羽
沿
革
史
論
』
所
収
）
。

（
７
）
拙
稿
「
鎌
倉
幕
府
の
東
国
経
営
」
（
『
国
史
研
究
』
九
七
号
所
収
）
・

拙
著
『
中
世
仏
教
と
鎌
倉
幕
府
』
（
吉
川
弘
文
館
）
。

（
８
）
（
９
）
拙
稿
「
幕
府
・
異
域
・
宗
教
」
（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
北

方
史
の
新
視
座
』
所
収
）
。

（
Ⅲ
）
『
鶴
岡
社
務
記
録
』
。

（
Ⅱ
）
拙
著
『
中
世
国
家
の
宗
教
構
造
』
（
吉
川
弘
文
館
）
・

（
皿
）
拙
著
『
執
権
時
頼
と
廻
国
伝
説
』
（
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

二
九
、
吉
川
弘
文
館
）
・

（
旧
）
豊
田
武
編
『
東
北
の
歴
史
』
上
巻
（
吉
川
弘
文
館
）
・

（
Ｍ
）
『
日
本
仏
教
史
』
（
法
蔵
館
）
。

（
明
）
拙
稿
「
志
苔
館
と
そ
の
周
辺
か
ら
み
る
中
世
世
界
」
（
『
函
館
市

史
』
銭
亀
沢
編
所
収
）
・

（
北
海
道
教
育
大
学
教
授
）
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